
ハローワーク
などを経て
社会へ
踏み出す
(就職)

サポステによる支援と利用者のイメージ（平成28年度）

農業での実習

○地域の若者支援機関等
と連携

○学校、ハローワークと中
退者情報を共有し支援

・課題、問題点の洗い出し ・個別支援計画の作成、目標設定
・各種プログラム後のふりかえり

キャリアコンサルタント等による個別的な相談、支援計画の作成

職場見学・職場体験
意欲と自信を持つ

コミュニケーション訓練

支援プログラム
コミュニケーション能力向上のためのトレーニングなど

小さな成功体験の積
み重ねを繰り返す

相談支援

保護者からの相談
も受付

「働きたいけど、自信が持てず一歩を踏み出せない・・」
自分になにかできるとは思えない など

「働きたいけど、どうしたらよいのかわからない・・・」

ニート等の若者のうち、就労の意思はあるものの様々な課題をかかえている者。
（ニート等の若者：15～39歳で、仕事に就いておらず、家事も通学もしていない者）

コミュニケーションが苦手で・・・・不安
・大勢の中で活動できない
・１対１なら話しができるが集団のなかでは話せない

「働きたいけど、人間関係の躓きで退職後、ブラ
ンクが長くなってしまって・・・」

生活リズムが不規則（昼夜逆転）

守ろうとしても時間が守れない

チャレンジ体験
（産業界の求人ニーズの高い
業種等で１か月程度就労体験）

個別、グループ等による就労に向け踏み出すためのプログラム等の実施

（任意）集中訓練プログラム
合宿形式を含むサポート、
自信回復、職場で必要な基礎
的能力付与、就職活動に向け
ての基礎知識獲得等を集中的
に実施

課題は人により違う

就職した者への
定着支援・
ステップアップ
相談


